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表一1　 研究内容の 分類 〔補強土

・
軽量盛：ヒ　78編）

　　　　　　　　　　　　　　　　西 日本工 業大学　平尾 　和年

　「補強 土，軽 量盛上 」の 部 門で は 計78編 の研 究発表 が 8 セ
ッ ン

ヨ ソ に分 かれて 行われた。各セ ヅ シ ョ γ ともほ ぼ満室 に近い 参 加

者 で ，こ の 部門 へ の 関心 の 高さが うか が え た。適用範囲 の 拡大 に

伴 い 発 表件 数 は第30 回 か ら急増 し，こ こ 3 年は約 80編 に 及 ん で

い る。発表 され た論 文 内容 を分 類 す る と表一 1の よ うに な る。

　 ［補強 土 ］ に 関 す る種 々 の 工 法 に つ い て は ，よ り合 理 的 な 設 計

法 を 口指 し基 礎的試験 や 実物大現 場試験 な どの 研 究が 精 力 的に な

されて い る。

　 補強盛土 に 関連 す る 研究発表 の 中で は ，現場発 生土 を再 利用 す

る 目的 で 補 強 と排 水 効 果 を兼ね 備 え た ジ オ シ ン セ テ ィ ッ ク ス ホ リ

ゾ ン タ ル ド レ
ー

ン （GHD ＞の 粘性 土 高盛 土 へ の 適用 例 （1273，
1274）や圧 密 に よ る強度 増加 と引張 り補 強効果 の 変 化 を 考慮 し

た 新た な設 計法 （1276） も提 案 され，GHD の 変形特 性 を考 慮 し

た設計法 の 確立 が期待 され る。さ らに，補強盛 土の 破壊挙動 を検

討 した 貴重 な研 究報 告 （1266，1267） がな され，今後，実物 大現

場試験の 詳細な データ解析に よ りメ カ ニ ズム の 解明 と変形解析手

法の確 立が 望 ま れ る。

　 補強土壁 で は ，公共工 事の 大幅 な コ ス ト低減 が 急務 とさ れ る背

景か ら，多数 ア ン カ
ー式補強土壁 工 法の 壁面材薄 型化に よ る 壁面

工 の 低 コ ス ト化 に 関 す る 研究 （1243 ，1253 〜1255 ） が 発表 さ れ，

安全 性 と経 済性 につ い て 議 論 さ れ た。永 久 構造物 に 補強土 を適 用

す る場合，完成後の 変形 を極力抑 え る こ とが 必要 とな り，こ の こ

と に 対処す る た め，こ こ 数年 補強盛 土に プ レ ス トレ ス を取 り入 れ

た PL ・PS 工 法 が 開発 され て き た。今 年度 は 橋脚 の 実施 工 と計

測例 （1236 ） が 報告 さ れ，今後の 進展 が注 目 され る。

　支持 力補 強 で は ，マ ッ ト レス 基礎 厚の 算定法 （1260）お よ び

鉄道の バ ラ ス ｝道床軌道に お け る枕木の 沈下抑制に は 「土 の う」

式補 強 （1248〜1250） が有効 で あ るこ とな どが 紹介 された。

　混合補 強土 の 中 で は，「ハ イ グ レードソ イル 研究会 」 に よる
一

連の 研 究成 果 （1294 〜1297 ） が 報告 さ れ ，堤防 法面 の 侵 食防 止

と植生基盤へ の 利用 を 目的と した 試験施工 例 も示 され た。

　廃棄物処分場 にお け る 遮水 の た め 施工 される ジオ メ ン プ レ ン の

引込み 力 や 熱 応 力 に 関す る研究成果 （1251，1252） も報 告 された。

　 こ の ほ か ，ジ オ シ ン セ テ ィ ッ ク ス 使用 量 ア ン ケ
ー

ト調 査報告

（1278 ） で は ジ オ グ リ ッ ド，ジ オ メ ン ブ レン ，複合 材料 な どの 急

増 が 指摘 さ れ た が，用 途 別使 用 量 な どの 報 告 も期 待 さ れ る。ジ オ

シ ソ セ テ ィ ッ ク ス 使用量 の 変遷 か ら類推 す れ ば，今後，適 用範 囲

の 拡 大 と研究 開発が さ らに進 む もの と予想 され る。

　 ［軽量盛 土］ の うち気 泡混 合土 に つ い て は，官民 に よ る 共同 研

究の 成果 と して 海成粘土 を母 材 とす る研究 が 多数発表 さ れ た。こ

の 中で ，護 岸 の 裏込 め 材 へ の 適用例 （1282 ） も報告さ れ ，お お

むね 実用 化段 階へ と進展 して い る こ とが感 じられ た。

　土 と EPS ピ
ー

ス ，気泡，セ メ ン トな どを混 合 して使用 す る混

合処理 土 につ い ては，組 合わせ も多 くその 挙動 も複雑で あ る。そ

の ため，基礎 的 な実験 の 集積 に よ っ て EPS ビーズ，気泡な どの
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浚渫泥水 3　水中袋詰め 脱水 〔1268
・u127e）

軽量 材が 存在 す る こ とに よ る強度 ・変形 ・透水 な どの 基 本特性を

明 らか に す る こ とが必 要 と考 え られ る。

　 こ の よ うな 背 景で 学 会 内に 平 成 9 年度 ［軽 量 地 盤 材料 の 物性

評価 に 関す る研究委員会］ が発足 した こ とは 周 知 の と お りで あ り，
こ の 委員会の 主 な 目的は EPS ビ

ー
ズ，気 泡な どを添 加 して 土質

材料 を 軽量化す る方 法に 限定 して 物性 評価 法 を提 案す る こ とに な

っ て い る。

　
一方，セ メ ン ト添加 に よ る土 壌環境へ の 影響は 未知 で あ り研究

の 進 展が 待た れ る。さ らに，リサ イ ク ル プ ロ グ ラム に つ い て の 質

問 が あ っ た が，現在 こ の プ ロ グラム は無 く今後の 大 きな検 討課題

で あろ うとの 座 長 コ メ ン トが あ っ た。

　［浚渫 泥水 ］は 「ハ イ グ レ ー
ドソ イル 研究 会」 に よ る 3 編 の 研

究成 果 （1268〜1270 ） が 発表 さ れ た。今回 は 親 水 性 護岸 に利 用

す る 目的 で，浚渫泥 水 を 水 中 袋 に 詰 め脱 水 処 理 す る た め の 基礎 的

な 実験 と浸 透 圧 密の 解 析結果 が示 さ れ 実施 工 が 近 い こ とが 感 じら

れ た。

　最後 に 本稿 をま とめる に 当た り，各セ ッ シ ョ ン の 座長 ・副座長

を務 め られた 樋 口 洋平 氏 （五 洋建設 ）．hnes 誠 氏 （JR 東 日本），

梅崎健夫先 生 （信州大学 ），舘山　勝氏 （鉄道 総研），瀬崎満弘 先

生 （宮崎大 学）か らい た だ い た メ モ を 引用 あ る い は 参考に させ て

い た だ きま した。こ こ に 記 して謝意 を表 します。
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